
2026年度

写真：2026年1月29日に上空より撮影した雪氷防災研究センター

申

込
お問い合わせ先 ： 国立研究開発法人 防災科学技術研究所 雪氷防災研究センター

申込締切 ： 2026年12月11日（金） 正午 ※定員に達した場合は受付終了いたします。

申込方法 ： 右の2次元コード申込フォームよりお申し込み下さい。参加無料。

TEL ： 0258-35-7520（代表） URL： https：//www.bosai.go.jp/seppyo/ 

主催 ： 国立研究開発法人 防災科学技術研究所 極端気象災害研究領域 雪氷防災研究センター

―雪氷防災研究センターが行う自治体との共創研究―

本講演会では、防災科学技術研究所 極端気象災害研究領域 雪氷防災研究センターが、第5期中長期計画（令和5

年度～令和11年度）に取り組んでいるプロジェクト研究を紹介するとともに、具体的に自治体と実施している共創研究

を紹介し、自治体をはじめとする参加者の皆様と、第６期中長期計画につながる研究について考えます。

本講演会では、防災科学技術研究所 極端気象災害研究領域 雪氷防災研究センターが、第5期中長期計画（令和5

年度～令和11年度）に取り組んでいるプロジェクト研究を紹介するとともに、具体的に自治体と実施している共創研究

を紹介し、自治体をはじめとする参加者の皆様と、第６期中長期計画につながる研究について考えます。

司会： 諸橋 和行 公益社団法人中越防災安全推進機構 業務執行理事

開会挨拶 14:00～14:05

飯塚 聡 防災科学技術研究所 極端気象災害研究領域 研究領域長

趣旨説明 14:05～14:10

山下 克也 雪氷防災研究センター 主任研究員

講 演 14:10～15:35

１）観測・予測技術の高度化による雪氷災害レジリエンス向上研究 (14:10～14:20)

山口 悟 雪氷防災研究センター 上席研究員/研究統括

２）雪氷防災研究センターが自治体と行う共創研究について
・ 青森県・札幌市・新潟市と行う雪害事前防災のためのAI路面判定システムの実証事業 (14:20～14:45)

中村 一樹 雪氷防災研究センター センター長

・北海道標津町における吹雪災害軽減に向けた取り組み (14:45～15:10)

根本 征樹 雪氷防災研究センター 副センター長

・新潟県長岡市における除雪事故予測システムの実用化に向けた研究 (15:10～15:35)

本吉 弘岐 雪氷防災研究センター 主任研究員

休 憩 15:35～15:40

次期中長期計画に向けた今後の研究の取り組みと自治体との連携 15:40～15:55

佐藤 研吾 雪氷防災研究センター 主任研究員

総合討論 15:55～16:25

モデレーター： 諸橋 和行 公益社団法人中越防災安全推進機構 業務執行理事

閉会挨拶 16:25～16:30

中村 一樹 雪氷防災研究センター センター長

2026年

14:00 ～ 16:30

オンライン（Zoomウェビナー13:45より入室可能です）

オンライン

開催

事前申込制

日

時

開
催

方
式




